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1.1 適⽤範囲 本規格は、ケーブル、ワイヤー、およびハーネス組⽴品の製造で要求される実践⽅法および品質要求事項

を取りまとめたものである。本規格は断⾯またはX線評価の基準ではない。

IPC/WHMA-A-620は、製品購⼊のための単独⽂書として使⽤することはできるが、中間検査の頻度や最終製品検査の頻度を
規定したものではない。⼯程改善が必要な状態の数や不良箇所で許容できるリペア/リワーク回数の制限を設けている訳で

はない。そのような情報については、統計的⼯程管理計画で規定されることが望ましい(IPC-9191を参照)。

本⽂中のイラストは、各ページのタイトルが⺬す特定のポイントを描写している。各イラストには簡単な解説がついてい

る。開発委員会は、業界によって、さまざまな⽤語の定義があり、本⽂書で使⽤される⽤語とは異なることを理解してい

る。従って、本⽂書の⽬的の範囲においては、ケーブルおよびワイヤーハーネスという⽤語は同じ意味で使⽤される。

1.2 ⽬的 本規格では、ケーブルおよびハーネス組⽴品と関係する配線の圧着、機械的固定、またははんだ付を⾏うため

の材料、⽅法、試験、および許容基準、ならびに関連組⽴活動について説明する。

本規格の⽬的は、製品製造において⼀貫した品質レベルを確保するため、⼯程管理の⽅法を提供することを意図している。

本規格に記載される許容条件に適合した組⽴品の製造⽅法は、いかなる⽅法も使⽤することが出来る。

訂正を適⽤する場合を含め、本規格は更新される可能性がある。訂正または改訂版の適⽤は、⾃動的に要求されるものでは

ない。有効とする改訂版は、ユーザーの指定によるものとすること[D1D2D3]。

1.3 分類 本規格の使⽤には、適⽤する製品クラスの合意が必要である。ユーザーは、組⽴品が評価される基準となるク

ラスを明らかにする最終責任を有する。もし、ユーザーが適⽤クラスを決定しない場合、製造者が職務を代理することも

可能である。許容または拒否の判定は、契約書・図⾯・仕様書・規格および参照⽂書など適⽤可能な⽂書に基づいている

こと[D1D2D3]。本規格で定義される基準は、以下の3つの製品クラスに分類される:

クラス1 ⼀般的なエレクトロニクス製品

最終製品の機能が要求事項で、その機能が製品相応の限定された寿命である製品。

クラス2 特定⽤途エレクトロニクス製品

製品の性能が継続され、寿命も延⻑が要求される製品であり、継続的な性能と⻑寿命が要求され、かつサービ

スが中断しないことを要求されるが、それが重要な要素ではない製品。

クラス3 ⾼性能/極端な動作環境を求められるエレクトロニクス製品

継続する⾼度な性能あるいは必要時に応じた性能が重要な製品で、製品の動作中断が許されず、最終使⽤環境

がまれに厳しい場合でも、要求された時に機能しなければならない製品。

1.4 計測単位および⽤途 本⽂書では、ASTM SI10-10、IEEE/ASTM SI 10、American �ational Standard for Metric Practice (Sec-
tion 3)に従い、国際単位系(SI)で表⺬される。ヤード/ポンド単位換算値は、後続の⾓括弧内に記載する。本⽂中で使⽤され
る派⽣SI単位は、⼨法および⼨法公差を表すミリメートル(mm) [in]、温度および温度許容度を表す摂⽒(°C) [°F]、重量を表
すグラム(g) [oz]、および照度を表すルクス(lx) [フートキャンドル]である。

1.4.1 ⼨法の検証 本規格で特に指定のない限り、 (特定のはんだフィレット⼨法、損傷の判断、およびラップ率などの)

実際の計測は、判定⽬的の場合を除き、要求されない。
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